
はじめに

当館では、所蔵資料の掲載・放映等（以下「掲載利用」とする）につ

いては、事前承認制を採っており 、これにより利用動向の把握や、利

用条件の確認等を行なってきた。申請件数については、毎年当館年報に

掲載してきたが、詳細な傾向分析は表立って行なわれていない。

このようななか、令和６年４月からの山口県公文書等管理条例（令和

五年三月十四日条例第一号）施行により、特定歴史公文書（ほぼ現在の

「行政文書」に該当）の利用方法や目録公開のあり方がかわることから、

当館所蔵資料の利用傾向に変化が生じることが予想される。条例施行前

の利用状況を具に記録、分析することは、単に現状を把握するのみなら

ず、条例施行の影響を多角的に評価する際に役に立つであろう。

本稿ではこのような狙いのもと、現在の掲載等承認申請について整理、

記録するものである。

なお、当館では、デジタルアーカイブの利用傾向を把握するため、採

取するデータ項目を改めた。そのため、申請件数等の分析にあたり、執

筆段階で年度の途中ではあるが、当年度（令和５年度）の数字、令和６

年１月 日までの申請を用いることにした。近年の申請件数は ～

件前後で推移しており 、令和６年１月 日時点での申請件数等か

ら判断するに、令和５年度もほぼ同様の申請件数となることが見込まれ、

近年の規模から大きくずれることはないものと考える。また、ここ数年

掲載利用の傾向は似通っているのだが、年によっては大型の展示貸出に
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伴う図録・パネル等への掲載により、特定の分野・資料に掲載利用が集

中することもある 。当年度はこれがないため、比較的均された数値が

出せるものと考える。とはいえ現時点では参考値的な数字となることを

御了承いただきたい。

１．文書掲載等承認申請制度の概要

まず、当館の文書等掲載等承認申請について簡単に説明しておく。

当該申請は山口県文書館利用規程第九条、「出版物等に、文書の複製物を

掲載しようとする者、又は文書の複刻をしようとする者は、文書掲載等

承認申請書（別記第六号様式）を提出して、事前に館長の承認を受けな

ければならない。」によるもので、承認については同２に規定している。

現在申請を必要としているのは、原則として、当館所蔵資料の画像を

掲載・放映する、もしくは当館所蔵資料の釈文を資料集や史料紹介等の

形で掲載するもののうち、商業利用のもの（書籍やテレビ番組、グッズ

等）、不特定多数がみる可能性があるもの（ウェブサイトやパンフレット、

論文、展示等）である。それ以外の掲載利用については、当館所蔵であ

ることの明記のみを求めている 。但し、その場合でも承認書が必要な

方には適宜対応している。

申請は郵送、手交、電子メールのいずれでも受け付けている 。前二

者の場合は紙で、後者の場合は で、それぞれ承認書を発行する。

なお、現時点では当館が提供できる所蔵資料画像は、当館ウェブサイ

トに掲出しているものが全てである。それ以外の資料画像については、

利用者自身で撮影したり、既刊本等より転載したりする等、利用者自身

で御用意いただくこととしている。転載にあたっての権利処理について

は、利用者（申請者）が行なうこととしている。

２．利用傾向概観

続いて、全体的な利用傾向を把握する。令和５年度は、令和６年１月
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用も行なわれていること、ウェブ公開されていない資料のニーズが相当

あること、一定程度の画質の画像のニーズが高いことがいえる。

 

３．地域別利用傾向

ここからは、２の（１）～（５）で確認した事柄について、順に、利

用主体の所在地域が県内のものと県外のものに分類して検討していく。

基本的に地元について何かを調べよう・知ろうとする県内利用者と、外

から当県を見、調べる県外利用者とでは、関心のあり方が異なる可能性

が考えられるためである。

ここでいう「県内」とは、申請者の居住地、もしくは掲載媒体の発行

（制作）元の所在地が県内のもの、「県外」はそれ以外である。

なお、所在地別掲載申請件数は、県内 件（ ％）に対し県外 件

（ ％）であるのに対し、掲載利用資料点数は県内 点（ ％）に対

し県外 点（ ％）となっている。県内利用者の方が、一度に複数の

資料を使うことが多い傾向にあるといえる。以下、その背景も考えてい

きたい。 

（１）掲載媒体別

利用率上位３媒体の組み合わせは変わらないが、順番が異なる。県内

の方が県外に比べて書籍が少なく、雑誌等が多くなっている。これは、

出版社の所在地が県外に多いことと、県内の利用者は情報誌やパンフレ

ット等、地域密着型で小回りの利く媒体への掲載が多いことによるもの

と考えられる。現に当年度、教材関係の利用 点の全てが、県外の利用

者によるものである。

展示パネルの利用についても県外に比べ県内の利用率の方が高い。こ

れは当館の機能と所蔵資料の性格上、県内の博物館等へ資料を貸し出す

機会が多いことによる。
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の多さ（ 点）である。うち８点が、令和４年度山口県高等学校入試に

使用されたことによる問題集への利用だが、それを除いても 点と、

「 」並みの利用率となり、県内利用とは対照的である。解説が付いた

資料は文脈も掴みやすく、利用しやすいのであろう。

なお、「 」利用の多くは、県内利用・県外利用ともに写真・絵はがき

の利用である。絵図・差図の利用もあるが、県内利用が大半を占める。

これは掲載受付業務を担当していて感じることだが、書籍や への掲

載にあたり、解像度の高いものを求められることが多い。現状当館ウェ

ブサイトにて公開しているデータ以上のものは提供できず、その公開画

像の解像度が高いとは言い難い以上、利用数が抑えられるのは当然のこ

とといえる。

小括

同じ掲載利用でも、県内と県外では大きく傾向がことなることがわか

った。地域のニーズに応じ、満遍なく利用のある県内に対し、学習教材

およびマスメディア（大衆向け媒体）向けの幕末関係資料と、ある程度

専門性の高いものも含めた書籍向けの中世関係資料に利用が集中する県

外、また来館が容易な県内に対し、それが難しくウェブ公開資料の利用

が増える県外というのが明確になったと思う。  

 

おわりに

以上、当年度のデータをもとに、当館所蔵資料の掲載利用傾向をみて

きた。全体として、当館が提供できる画像、コンテンツに沿った利用が

なされている中、地域のニーズに沿った県内、マスメディア向けの県外

という傾向が顕著な結果となったと思う。

また、全体として、ウェブ公開されていない資料のニーズも多く、か

つ高画質のものが求められていることも明確になった。令和２年度以降、

申請件数は ～ 件前後で推移しているが、 年単位で振り返るに、

ウェブサイト改修後間もない平成 年（ ）をピークに、年々減少し
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